
吉川まちづくり自治協議会

９
月
21

日
午
前
10
時

か
ら
吉
川
地
域
セ
ン
タ

ー
で
、
平
成
30
年
度
吉

川
地
区
敬
老
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

敬
老
会
で
は
最
初
に
、

物
故
者
の
方
々
に
黙
と

う
を
行
な
っ
た
後
、
式
典

を
始
め
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
吉
川
文

化
祭
の
開
催
内
容
な
ど

を
決
め
る
会
議
を
９
月

29
日
午
後
5
時
30
分
よ

り
吉
川
地
域
セ
ン
タ
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
地
区
責

任
者
と
推
進
委
員
、
理

事
会
役
員
22
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

会
議
で
決
定
さ
れ
た
文

化
祭
開
催
骨
子
は
次
の

と
お
り
で
す
。

開
催
日
時
／
11
月
10
日

午
前
9
時
開
会
式
、
15

主
催
者
を
代
表
し
て
村

主
会
長
は
、
「7
月
の
豪

雨
災
害
を
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
大
学
生
の
協
力

で
早
期
に
対
応
で
き
た
こ

と
。
高
齢
者
の
困
り
ご
と

(

草
刈
り
・通
院
等
の
移

動
手
段
・食
事
・環
境
美

化
等)

に
対
応
す
る
仕
組

み
を
作
り
、
地
域
の
こ
と

は
地
域
で
対
応
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

被
災
状
況
は
、
用
水
路

の
崩
落
な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
地
域
の
各
活
動
組

織
が
中
心
と
な
り
動
き
つ

つ
行
政
の
力
も
借
り
て
対

応
す
る
。

皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
を

時
30
分
閉
会
式
、
文
化

祭
の
内
容
／
昨
年
度
の

内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
作
品

展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

バ
ザ
ー
、
喫
茶
、
商
品
等

展
示
販
売
、
健
康
教
室

を
開
催
。
30
年
度
の
記

念
講
演
は
、
災
害
へ
の
備

え
を
テ
ー
マ
に
、
①
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
現

地
報
告
、
②
災
害
対
応

情
報
と
し
て
吉
川
ま
ち
づ

く
り
自
治
協
議
会
に
連

絡
頂
き
、
地
域
の
皆
さ
ん

と

一
緒
に
対
応
し
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
出
席
者

と
祝
電
を
紹
介
し
た
後
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
に

入
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

開
催
に
向
け
て
は
、
10

月
13
日
に
出
演
者
・出
展

(

出
店)

者
に
参
加
願
っ
て

全
体
会
議
を
開
催
。

会
場
準
備
は
、
11
月
9

日(

木)

13
時
30
分
か
ら

設
営
作
業
を
行
い
、
10

日(

金)

8
時
か
ら
展
示

品
搬
入
・飾
付
等
の
作
業

吉
川
地
域
セ
ン
タ
ー
で
オ

カ
リ
ナ
演
奏
を
学
ん
で
い

る
「か
わ
せ
み
の
会
」
の
皆

さ
ん
が
演
奏
を
披
露
。
後

半
、
指
導
さ
れ
て
い
る
岸

田
道
子
先
生
が
独
奏
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
東
広
島
市
健

康
増
進
課
か
ら
理
学
療

法
士
の
藤
原
さ
ん
と
保

健
師
の
林
さ
ん
が
、
椅
子

に
座
っ
て
の
体
操
を
指
導

し
、
参
加
者
で
体
を
動
か

し
ま
し
た
。

公
務
の
た
め
予
定
よ
り

を
行
い
ま
す
。
準
備
作

業
・撤
収
作
業
に
住
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
く
こ
と
も
話
し
合

い
ま
し
た
。

続
い
て
開
催
し
た
理
事

会
で
は
、
①
防
災
活
動
に

必
要
な
資
器
材
貸
与
物

品
の
扱
い
、
②
小
学
校
統

合
計
画
問
題
、
③
地
域

介
護
予
防
等
活
動
応
援

少
し
遅
れ
て
到
着
し
た

高
垣
東
広
島
市
長
か
ら

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
あ

い
さ
つ
の
中
で
「
百
歳
以

上
の
高
齢
者
率
が
高
い

吉
川
の
環
境
と
人
の
つ
な

が
り
」
を
評
価
し
て
頂
き

ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後

半
は
、
吉
川
保
育
所
の
園

児
と
吉
川
小
学
校
1

・

2
年
生
の
児
童
が
、
歌
と

お
ど
り
を
披
露
し
、
手
作

事
業
補
助
金
、
④
31
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
、
⑤
東
広
島
市
公
園

里
親
の
応
募
等
を
審
議

し
各
々
承
認
し
ま
し
た
。

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
参
加

者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
手
渡

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
子

供
達
か
ら
「げ
ん
き
パ
ワ

ー
」を
送
ら
れ
ま
し
た
。

祝
宴
の
前
に
は
、
吉
川

地
域
を
担
当
す
る
「民
生

児
童
委
員
3
名
」
「在
宅

高
齢
者
見
守
り
協
力
員

7
名
」
を
吉
川
地
区
社

協
の
南
会
長
が
、
紹
介
し

ま
し
た
。

祝
宴
は
、
吉
川
長
寿
会

波
光
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
始
ま
り
ま
し
た
。

全
員
で
弁
当
を
食
べ
な

が
ら
会
話
も
弾
み
、
写
真

に
納
ま
り
笑
顔
の
時
が

続
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

今
年
節
目
の
年
齢
を
迎

え
る
方
を
紹
介
。
77
歳
が

11
名
、
90
歳
が
５
名
、
百

歳
以
上
が
３
名
で
す
。

午
後
12
時
過
ぎ
、
い
き

が
い
部
会

根
来
部
会
長

の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
来
年
の
敬
老
会
で
の

再
会
を
誓
い
散
会
し
ま

し
た
。

敬
老
会
に
、
吉
川
ま
ち

づ
く
り
女
性
部
、
各
地
区

責
任
者
、
理
事
会
役
員

あ
わ
せ
て
25
名
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。
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吉川地域の秋祭りは、筒島神社において開催
されます。10月20日(土)に、巫女舞・子供太鼓
に続いて夜神楽が行われます。21日(日)は、午
前中に子供みこしが練り歩き、午後は3か所から
俵みこしが出発し筒島神社を目指します。

【ひとりひとりに手渡し】第1回文化祭会議の模様



「よしかわだより」に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

9
月
2

日
、
吉
川
地
区

全
域
で
、
古
河
川
と
そ
の

支
流
の
土
手
な
ど
の
草
刈

り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
は
、
自
治
会
長
・区

長
の
指
示
で
地
区
毎
に
住

民
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し

た
。
9
月
初
旬
の
暑
い
太

吉
川
地
区
で
は
、
豪
雨
災

害
の
後
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が

深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
山
際
に
設
置
し
て
い

た
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
が
、
土

砂
流
出
と
と
も
に
流
出
し
、

陽
の
下
で
の
半
日
作
業
で

参
加
者
は
汗
び
っ
し
ょ
り
と

な
り
ま
し
た
。

土
手
を
覆
っ
て
い
た
雑
草

は
住
民
の
手
で
き
れ
い
に
刈

り
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
7

月
豪
雨
で
破
損
し
た
土
手

は
そ
の
時
の
ま
ま
で
、
早
い

機
会
に
復
旧
で
き
る
よ
う

今
後
も
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

な
お
今
回
の
作
業
で
、
年

2
回
予
定
し
て
い
た
作
業

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

復
旧
に
め
ど
が
立
た
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て

被
害
は
続
き
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
の
餌
を
里
に
置
か
な
い
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

草
刈
り
後
に
放
置
さ
れ
た

草
の
下
に
い
る
コ
オ
ロ
ギ
な

ど
は
イ
ノ
シ
シ
の
好
物
と

言
わ
れ
、
落
ち
た
柿
・栗

の
他
、
捨
て
ら
れ
た
野
菜

く
ず
な
ど
に
も
配
慮
し
た

作
業
が
必
要
で
す
。

冬
場
は
、
晩
秋
に
刈
り

取
ら
れ
た
草
の
新
芽
も
餌

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
稲

刈
り
後
電
気
柵
を
撤
去

せ
ず
続
け
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。
里
を
「え
さ
場
」

と
し
な
い
た
め
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会 平成30年10月1日(30-08)

9月16日、長寿会（波光幸一会長）
の会員20名余りが集合し、槌山城登
山道入り口となる長寿の森と豊穣池
周りの草刈りを行いました。
会員は午前8時草刈り機を持参して
集合。午前11時過ぎまで、草刈りと刈
り取った草を集める作業を残暑の中
で行いました。
長寿の森の広場と小屋は、吉川小学
校児童の遠足や地域の集まりなどに
利用されています。

【槌山城を背景とした長寿の森】

ひ
と
む
す
び
マ
ー
ケ
ッ
ト(

地
元
大
学
生
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス)

は
、９
月
30
日
市
役
所
北
隣
の
運
動
広

場
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、台
風
24
号

が
接
近
す
る
情
報
に
基
づ
き
開
催
が
中
止
さ
れ

ま
し
た
。参
加
準
備
を
し
て
頂
き
ま
し
た
保
護

者
の
皆
さ
ん
・ふ
れ
あ
い
の
里
関
係
者
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉川コミュニティスポーツ広場が、１０月１日より
都市公園-吉川工業団地公園（略称：吉川スポー
ツ広場）として整備され再開されます。
吉川まちづくり自治協議会では、これを期にとして、
東広島市が行っている「公園里親制度」に、ボラン
ティア団体を結成し応募することとしました。
公園里親制度では、ボランティア活動として吉川
スポーツ広場の清掃、除草等を行います。（点検を
含む年5回以上の活動で、5年以上継続、5人以
上のグループ結成が応募要件)
ボランティア団体として、１０月上旬開始に向けて
準備しています。趣旨に賛同いただける方は、吉川
まちづくり自治協議会（吉川地域センター内）にご
連絡をお願いします。 一緒に活動しましょう!!!

イノシシによる
水田被害の模様

【吉川工業団地公園として整備】


